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東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大
会
に
参
加
し
て

農
業
委
員
・
議
会
議
員
懇
談
会

　

去
る
9
月
2
日
麻
績
村
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
に
て
東
筑
摩
郡
村
議
会

議
員
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。朝
日

村
議
会
議
員
全
員
と
中
村
村
長
が

出
席
し
た
。こ
の
大
会
は
東
筑
摩
郡

内
五
村
が
其
々
の
懸
案
事
項
を
こ
の

大
会
で
決
議
し
県
議
長
会
を
通
じ

国
、県
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。当

村
は
本
年
も
県
道
御
馬
越
塩
尻
停

車
場
線「
中
組
バ
イ
パス
」の
早
期
実

現
に
つ
い
て
を
提
出
議
案
と
し
た
。

説
明
者
と
し
て
林
邦
宏
議
員
が

登
壇
し
以
下
の
説
明
を
し
た
。（
要

旨
）松
塩
広
域
農
道「
ア
ル
プ
ス
グ

リ
ー
ン
道
路
」と
朝
日
村
西
洗
馬
地

区
間
を
結
ぶ
幹
線
農
道「
愛・ビ
タ
ミ

ン
道
路
」が
平
成
二
十
年
に
県
営
の

事
業
に
よ
り
完
成
し
た
。今
で
は
、

朝
日
村
と
松
本
市・塩
尻
市
と
を
結

ぶ
地
域
間
道
路
と
し
て
、ま
た
長
野

自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
利
便
性
が

高
い
た
め
多
く
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
利
用
し
、朝
の
通

勤
時
間
帯
に
は
通
過
車

輌
が
集
中
し
て
お
り
ま

す
が
、村
内
か
ら「
愛・ビ

タ
ミ
ン
道
路
」に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め

に
は
、「
県
道
御
馬
越
塩
尻
停
車
場

線
」や「
県
道
土
合
松
本
線
」を
通

行
す
る
こ
と
と
な
り
、西
洗
馬
地
区

内
で
は
県
道
の
幅
員
が
狭
く
且
つ
、

道
路
の
両
側
に
住
宅
が
密
集
し
、見

通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
の
連
続
、歩
行

者
を
擁
護
す
る
歩
道
や
、縁
石
も

無
く
、こ
れ
ま
で
以
上
に
交
通
事
故

の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
県
で
は「
中
組

バ
イ
パス
」を
新
設
す
る
と
し
、現
地

調
査
に
続
い
て
、用
地
測
量
及
び
実

施
設
計
が
完
了
し
、昨
年
度
か
ら

用
地
交
渉
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
、引
き
続
き
用
地
交
渉
及
び

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
が
必
要

と
な
り
、重
大
な
局
面
を
迎
え
て
い

る
。県
当
局
に
は
県
道「
中
組
バ
イ
パ

ス
」の
早
期
着
工
及
び
供
用
開
始
を

強
く
要
望
す
る
。

　

こ
の
議
案
は
本
会
議
で
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、県
議
長
会
を
通

じ
県
及
び
県
議
会
、地
元
選

出
国
会
議
員
に
要
望
さ
れ
る

予
定
で
す
。（
髙
橋　

廣
美
）

　

8
月
26
日
A
Y
T
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
議
員
と
農
業

委
員
の
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
議
会
だ
よ
り
20
号
で

掲
載
し
た
朝
日
村
議
会
活
動
計
画

表
に
よ
る
も
の
で
、
議
員
の
自
己

研
さ
ん
と
共
に
結
果
と
し
て
政
策

提
言
で
き
る
議
会
に
す
る
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。
こ
の
日
は
農
業

委
員
全
員（
13
名
う
ち
女
性
2
名
）

出
席
の
中
双
方
の
課
題
を
議
論
す

る
活
発
な
場
と
な
り
ま
し
た
。
農

業
委
員
の
皆
さ
ん
は
毎
月
定
例
会

を
開
い
て
、
農
地
法
等
に
基
づ
く

農
地
転
用
許
可
な
ど
の
法
令
事
務

の
ほ
か
に
農
地
相
談
を
開
設
し
た

り
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
な

ど
、
そ
の
活
動
は
幅
広
く
〝
農
地

の
番
人
〟
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
課
題
と
し
て
挙
が
っ
た
の

は
、
不
在
地
主
に
よ
る
耕
作
放
棄

地
を
農
地
と
し
て
保
全
す
る
た
め

の
改
善
策
や
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
策
な
ど
、
農
業
を
基
幹
産
業
と

す
る
朝
日
村
を
維
持
す
る
た
め
に

取
り
組
む
必
要
性
の
発
言
が
委
員

各
人
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の

農
業
委
員
と
議
員
の
懇
談
会
は
初

開
催
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
活

発
に
意
見
交
換
さ
れ
、「
よ
り
良

い
村
づ
く
り
」
の
た
め
継
続
を
望

む
声
も
あ
が
り
盛
会
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
議
会
と
し
て
は
課
題
と

さ
れ
た
現
場
を
視
察
し
た
り
関
係

者
と
の
懇
談
を
重
ね
な
が
ら
村
に

提
言
し
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ

る
と
感
じ
ま
し
た
。（

塩
原
智
惠
美
）

研　修　報　告研　修　報　告研　修　報　告研　修　報　告
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平
成
28
年
朝
日
村
議
会

9
月
定
例
会

（
平
成
28
年
9
月
）

◆
議
案
第
52
号

⃝
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
平
成
28
年
度
朝
日
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6
0
7
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
32
億
6
︐7
2
0
万

円
と
す
る
。
主
た
る
歳
出
は
水
害

に
よ
る
西
洗
馬
65
号
線
復
旧
工
事

5
5
0
万
円
。（

全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
53
号

⃝
朝
日
村
農
業
委
員
会
の
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
及

び
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
の
定

数
は
12
人
、
推
進
委
員
の
定
数
は

3
人
と
す
る
。	

（
全
員
賛
成　

可

決
）

◆
議
案
第
54
号

⃝
朝
日
村
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
根
幹
的
施
設
の
建
設
工
事

委
託
に
関
す
る
変
更
協
定
の
締

結
に
つ
い
て

　

ピ
ア
ラ
イ
ン
あ
さ
ひ
水
処
理
設
備

の
電
気
計
装
の
更
新
事
業
に
つ
い

て
、
請
負
金
額
の
減
額
に
よ
る
変
更

契
約
で
減
額
は
2
6
5
万
円
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
55
号

⃝
平
成
27
年
度
朝
日
村
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
平

成
26
年
度
か
ら
の
繰
越
含
む
）

　

歳
入
35
億
2
︐3
5
5
万
円
、
歳

出
32
億
7
︐1
4
6
万
円
。
平
成
28

年
へ
の
繰
越
財
源
を
除
い
た
実
質
収

支
は
1
億
3
︐4
2
9
万
円
の
黒
字

と
な
っ
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
56
号

⃝
平
成
27
年
度
朝
日
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

歳
入
6
億
2
︐4
1
9
万
円
、歳
出

5
億
4
︐8
5
3
万
円
。実
質
収
支
は

7
︐5
6
6
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
57
号

⃝
平
成
27
年
度
朝
日
村
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

歳
入
4
億
5
︐1
9
2
万
円
、

歳
出
4
億
3
︐8
7
9
万
円
。
実
質

収
支
は
1
︐3
1
3
万
円
の
黒
字
と

な
っ
た
。	

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
58
号

⃝
平
成
27
年
度
朝
日
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

　

歳
入
4
︐5
9
2
万
円
、
歳
出
4
︐

5
5
3
万
円
。
実
質
収
支
は
39
万
円

の
黒
字
と
な
っ
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
59
号

⃝
平
成
27
年
度
朝
日
村
簡
易
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

　

歳
入
1
億
3
︐6
6
3
万
円
、
歳

出
1
億
3
︐2
2
6
万
円
。
実
質
収

支
は
4
3
7
万
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。	

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
60
号

⃝
平
成
27
年
度
朝
日
村
下
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

　

歳
入
3
億
8
︐7
2
9
万
円
、歳
出

3
億
8
︐1
7
1
万
円
。実
質
収
支
は

5
5
8
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
61
号

⃝
平
成
27
年
度
あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス

キ
ー
場
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て
（
平
成
26
年

度
か
ら
の
繰
越
含
む
）

議会の議決事項の概要議会の議決事項の概要
～ご意見・要望は下記議会事務局まで～
E-mail gikai@vill.asahi.nagano.jp
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歳
入
6
︐5
0
0
万
円
、
歳
出
6
︐

4
7
9
万
円
。
実
質
収
支
は
21
万
円

の
黒
字
と
な
っ
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
62
号

⃝
平
成
28
年
度
朝
日
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
4
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
3
︐

9
8
4
万
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
34
億
7
0
4
万

円
と
す
る
。歳
入
の
主
な
も
の
は
、

国
庫
支
出
金
6
︐1
7
8
万
円
、地

方
交
付
税
4
︐9
5
3
万
円
、県
補

助
金
7
5
5
万
円
、基
金
繰
入
金

2
︐0
8
1
万
円
。歳
出
の
主
な
も

の
は
新
庁
舎
建
設
地
中
熱
工
事
等
4

︐5
4
3
万
円
、地
方
創
生
交
付
金
事

業
3
︐6
2
2
万
円
、雨
氷
被
害
に
よ
る

電
気
柵
復
旧
工
事
3
︐1
7
0
万
円
。

（
全
員
賛
成　
可
決
）

◆
議
案
第
63
号

⃝
平
成
28
年
度
朝
日
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
︐6
2
7
万

円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
5
億
9
︐8
1
4
万
円

と
す
る
。平
成
27
年
度
事
業
の
精
算

に
伴
う
国
庫
負
担
金
の
返
還
。

	

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
64
号

⃝
平
成
28
年
度
朝
日
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
6
8
万

円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
4
億
9
︐8
3
0
万
円
と

す
る
。平
成
27
年
度
事
業
の
精
算
に

伴
う
介
護
給
付
費
の
返
還
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
65
号

⃝
平
成
28
年
度
朝
日
村
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ

い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
1
6
万
円

を
減
額
し
、歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
4
億
8
︐9
3
7
万
円
と
す

る
。歳
出
の
主
な
も
の
は
ピュア
ラ
イ
ン

あ
さ
ひ
長
寿
命
化
工
事
精
査
に
伴
う

減
額
8
8
0
万
円
、庁
舎
建
設
に
伴

う
設
計
監
督
委
託
6
6
0
万
円
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
66
号

⃝
平
成
28
年
度
あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス

キ
ー
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）
に
つ
い
て

　

6
月
議
会
で
議
決
し
た
雨
氷
被
害

に
よ
る
ス
キ
ー
リ
フ
ト
修
繕
に
つ
い

て
、
県
補
助
金
が
つ
い
た
事
に
よ
る

一
般
会
計
繰
入
金
と
の
財
源
振
替
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
追
加
付
議
事
件

⃝
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

上
條 

榮
三
氏
を
人
権
擁
護
委
員
の

候
補
者
と
し
て
推
薦
し
た
い
の
で
、

議
会
の
意
見
を
求
め
る
。（

全
員
賛
成
）

◆
発
議
第
3
号

⃝
子
ど
も
・
障
が
い
者
等
の
医
療
費

窓
口
無
料
化
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て

　

長
野
県
議
会
議
長
、
長
野
県
知
事

に
提
出
す
る
。	（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
発
議
第
4
号

⃝
私
立
高
校
へ
の
公
費
助
成
に
関
す

る
意
見
書
に
つ
い
て

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務

大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
長
野
県
議

会
議
長
、長
野
県
知
事
に
提
出
す
る
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
員
派
遣
に
つ
い
て

⃝
次
の
と
お
り
議
員
を
派
遣
す
る
。

　

議
会
行
政
視
察
（
上
水
内
郡
信
濃

町
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
の
調
査
）

◆
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出
に

つ
い
て

⃝
事
件

　

⃝
議
会
運
営
委
員
会

①
議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事

務
に
関
す
る
事
件

②
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
件

　

⃝
総
務
産
業
常
任
委
員
会

①
総
務
産
業
常
任
委
員
会
の
所

管
事
務
に
関
す
る
事
件

　

⃝
社
会
文
教
常
任
委
員
会

①
社
会
文
教
常
任
委
員
会
の
所

管
事
務
に
関
す
る
事
件

⃝
期
限

　

⃝
次
期
定
例
会
開
会
ま
で
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平
成
27
年
度
決
算
審
査
は
、上
條
孝
也
・

高
橋
廣
美
監
査
委
員
に
よ
り
、
7
月
25

日
か
ら
8
月
1
日
に
行
わ
れ
、
そ
の
結

果
関
係
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

検
証
し
、
全
て
に
お
い
て
正
確
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
財
政
健
全
化
判
断
比

率
は
、
実
質
赤
字
比
率
な
し
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
な
し
、
実
質
公
債
費
比
率
7
．

3
%
、
将
来
負
担
比
率
な
し
、
資
金
不
足

比
率
な
し
で
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、歳
入
35
億
2
︐3
5
6
万

円
、歳
出
32
億
7
︐1
4
7
万
円
、実
質
収

支
は
1
億
3
︐4
2
9
万
円
の
黒
字
決
算
、

そ
の
他
6
の
特
別
会
計
も
全
て
黒
字
決
算

で
し
た
。

　

審
査
意
見
と
し
て
、
朝
日
村
第
5
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
2
年
目
に

当
た
り
、
基
本
計
画
に
沿
い
力
強
く
村
政

が
運
営
さ
れ
、
結
果
が
数
字
に
表
れ
て
い

る
。
経
常
収
支
比
率
70
．
2
%
で
弾
力

性
あ
る
財
政
運
営
で
村
独
自
の
施
策
が

容
易
に
な
り
、
実
質
公
債
費
比
率
も
7
．

3
%
と
財
政
改
革
の
成
果
が
表
れ
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に

努
め
ら
れ
た
い
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

平成２７年度一般会計及び特別会計決算審査報告書について

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000
（百万円）

（百万円）

人件費　　扶助費　　公債費　　繰出金　　物件費　　補助費　　投資的経費　　その他

489

123

472

448

297

353

175

532

474

132

372

432

278

383

296

283

460

140

342

585

310

507

350

341

450

205

350

417

318

621

463

181

462

210

295

431

317

567

213

573

470

206

250

432

347

360

170

524

繰上償還
492百万円

繰上償還
89百万円

繰上償還
223百万円 繰上償還

74百万円

歳出決算の推移（普通会計）

歳入決算の推移（普通会計）

地方税　　譲与税等　　普通交付税　　臨時財政対策債　　特別交付税　　国・県支出金　　繰入金　　地方債　　その他

H24 H25 H26 H27H23H22H21H20H19

H24 H25 H26 H27H23H22H21H20H19

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

576

107

1,459

109
113
200

250

305

569

103

1,463

102
108
256

285

548

96

1,471

159
133

469

402

642

93

1,466

190
128

415

349

643

88

1,471

139
166

297

642

82

1,512

130
187
245

214

609

83

1,572

126
243

504

800

144

312

557

252

327

257

320

146

1,491

126

632

119

449

177

543

143
124

1,466

645

506

18

86

15
42

19
30 23

10
50
1

6
2

446

214

229

452

351

335

421

498
431

732

333

428

475

223

224

425

1,279

451

371

440

219
223

420

1,253
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総
務
産
業
常
任
委
員
会
は
9
月

13
日
に
開
催
し
、
去
る
6
月
定
例

会
に
お
い
て
上
組
地
区
か
ら
提
出
さ

れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
要

望
第
1
号
を
再
審
査
し
ま
し
た
。

　

要
望
第
1
号「
村
道
西
洗
馬
7
号

線・長
坂
周
辺
の
環
境
整
備
に
関
す

る
要
望
書
」に
つい
て
は
、慎
重
審
査
の

結
果「
趣
旨
採
択
」と
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
主
な
経
過
を
申
し
上
げ
ま

す
と
、
上
組
地
区
及
び
向
陽
台
地
域

か
ら
村
の
中
心
部
に
つ
な
が
る
村

道
7
号
線
の
長
坂
周
辺
の
道
路
環

境
整
備
・
改
良
の
要
望
に
対
し
、
す

で
に
道
路
管
理
者
で
あ
る
村
の
対
応

で
、
一
定
の
道
路
環
境
改
善
が
図
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
な
お
一
層
の
安

全
確
保
の
た
め
の
部
分
改
良
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
こ
の
地
域
に
つ

き
ま
し
て
は
、
村
で
こ
れ
か
ら
新
た

に
作
ろ
う
と
し
て
い
る
向
陽
台
地
域

と
県
道
と
を
結
ぶ
新
設
道
路
の
計
画

が
あ
り
、
西
洗
馬
7
号
線
の
大
規

模
な
道
路
改
良
や
通
学
路
と
し
て
の

復
活
に
は
慎
重
論
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
要
望
を
趣
旨
採
択
と
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
新
設
道
路
の
計
画
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
上
組
地
区
・

向
陽
台
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
及
び

関
係
者
に
対
し
充
分
な
説
明
、
協
議

を
行
い
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
上

で
、
安
全
で
快
適
か
つ
利
便
性
の
良

い
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。（
委
員
長　

上
條
昭
三
）

　

委
員
会
は
去
る
9
月
13
日
に
開
催

し
、
陳
情
第
6
号
「
子
ど
も
・
障
が

い
者
等
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
を
求

め
る
長
野
県
へ
の
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
「
採

択
」
で
す
。

　

審
査
の
主
な
経
過
を
申
し
上
げ
ま

す
と
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る
少
子
化

防
止
対
策
の
推
進
や
障
が
い
者
福
祉

の
充
実
を
図
る
た
め
に
、医
療
費
一
部

負
担
金
の
償
還
払
い
方
式
を
窓
口
無

料
化
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

や
、こ
れ
ま
で
に
40
を
超
え
る
都
府
県

で
医
療
費
窓
口
無
料
化
が
実
施
さ
れ

て
い
る
現
状
で
は
、当
県
も
対
応
す
べ

き
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　

陳
情
第
7
号
「
私
立
高
校
に
た
い

す
る
公
費
助
成
を
お
願
い
す
る
陳
情

書
」
に
つ
い
は
慎
重
に
審
査
し
た
結

果
全
員
一
致
で
「
採
択
」
で
す
。

　

審
査
の
主
な
経
過
を
申
し
上
げ
ま

す
と
、高
等
学
校
教
育
の
担
い
手
と
し

て
、私
立
高
校
の
果
た
す
役
割
は
多

様
か
つ
重
要
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、

私
立
高
校
は
公
立
高
校
に
比
べ
、授
業

料
、学
納
金
等
が
多
額
で
あ
り
、保
護

者
の
負
担
が
大
き
く
な
って
い
ま
す
。

　

当
村
か
ら
は
中
信
地
区
私
学
7

校
へ
25
名
の
生
徒
が
通
学
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
助
成
の

継
続
が
必
要
と
考
え
た
結
果
で
す
。

（
委
員
長　

林　

邦
宏
）

総
務
産
業
委
員
会
報
告

社
会
文
教
委
員
会
報
告

　

去
る
7
月
6
日
、
中
俣
せ

せ
ら
ぎ
公
園
の
草
刈
り
を
朝
日

村
議
会
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
野
俣
沢
林
間
キ
ャ

ン
プ
場
に
隣
接
し
て
お
り
、
観

光
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
と
多
く
の

方
々
が
利
用
し
ま
す
。
施
設
周

辺
を
約
2
時
間
か
け
て
草
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

美
し
い
朝
日
村
の
せ
せ
ら
ぎ

公
園
。
環
境
美
化
の
為
に
議
員

一
同
、
今
後
も
一
層
の
環
境
美

化
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

（
北
村
直
樹
）

中
俣

せ
せ
ら
ぎ
公
園

草
刈
り
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こ
こ
が
知
り
た
い

こ
こ
が
知
り
た
い

こ
こ
が
知
り
た
い

質
問

一
般

8
番　

小
林
弘
幸

・高
齢
化
社
会
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
料
の
算
定
の
あ
り
方
に
つい
て

・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト・I
T
関
連
教
育
の
期
待
と
教
育
方
法
に
つい
て

・ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
福
祉
充
実
を

・子
供
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て

7
番　

北
村
直
樹

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

問　
朝
日
村
の
健
全
財
政
が
続
く
中
、
少

し
の
ゆ
と
り
を
一
番
の
弱
者
で
あ
る
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
当
て
ら

れ
な
い
か
、
特
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
を
増
や
す
方
策
は
出
来
な
い
か
。

住
民
福
祉
課
長　
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
介

護
保
険
の
地
域
支
援
事
業
の
実
施
要
項
に

沿
っ
て
行
っ
て
い
る
。
ひ
と
り
暮
ら
し
で

も
、
調
理
が
出
来
な
い
・
栄
養
改
善
・
見

守
り
を
兼
ね
た
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
は
相
談
を
頂
い
た
中
で
9
名
の
方
が

利
用
し
て
お
り
、
制
度
を
知
ら
な
い
で
利

用
で
き
な
い
人
の
無
い
よ
う
に
広
報
等
で

周
知
を
図
っ
て
行
く
。

問　

老
人
福
祉
費
3
︐
2
0
0
万
円
の

内
、
高
齢
者
在
宅
福
祉
費
は
2
%
に
過

ぎ
な
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
と
経
費
の
構
造
に

問
題
は
無
い
か
。

住
民
福
祉
課
長　
社
会
福
祉
総
務
費
の
人

件
費
は
職
員
2
名
分
で
、
介
護
保
険
担

当
の
人
件
費
は
介
護
保
険
特
別
会
計
に
入

れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
為
、
一
般
会
計
で

賄
っ
て
い
る
。

村
長　
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
だ
け
が
高
齢
者
福
祉
で
は
な
い
。
松

塩
地
区
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
を
持
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
の
負
担
金
の
ウ
エ
イ
ト
が
大

き
く
、
全
て
が
老
人
福
祉
に
か
か
わ
っ
て

い
る
。
た
っ
た
2
%
は
間
違
っ
た
解
釈

で
あ
る
。

子
供
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て

問　

子
供
の
貧
困
率
は
上
昇
傾
向
に
あ

り
、
6
人
に
1
人
が
貧
困
状
態
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
朝
日
村
に
於
い
て
子
供
の

貧
困
問
題
は
あ
る
か
。

住
民
福
祉
課
長　
村
内
に
於
け
る
子
供
の

貧
困
家
庭
に
つ
い
て
は
、
保
健
士
・
福
祉

担
当
で
把
握
し
て
い
な
い
。
国
で
は
生
活

困
窮
自
立
支
援
法
が
ス
タ
ー
ト
し
相
談
体

制
の
強
化
が
図
ら
れ
、
塩
尻
市
役
所
に
相

談
窓
口
が
開
か
れ
て
い
る
。
民
生
児
童
委

員
会
と
し
て
も
、
1
人
親
家
庭
の
訪
問
・

支
援
に
携
っ
て
い
る
。

教
育
次
長　

教
育
委
員
会
と
し
て
把
握

し
て
い
な
い
。
保
育
園
・
小
中
学
校
に

於
い
て
は
先
生
が
個
々
の
子
ど
も
た
ち

を
毎
日
観
察
し
、
健
康
状
態
や
学
習
状

況
を
把
握
確
認
し
て
い
る
。
今
後
も
少

し
で
も
気
に
な
る
園
児
・
児
童
・
生
徒

に
つ
い
て
は
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

対
応
を
し
て
い
く
。

問　
国
民
健
康
保
険
は
私
た
ち
が
平
穏
な
生
活
を
送

る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
公
的
医
療
保
険
で
す
。

村
内
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
加
入
率
は
27
．2
%
と

な
って
お
り
ま
す
。国
民
健
康
保
険
と
社
会
保
険
を
比

較
し
た
場
合
、保
険
料
の
算
定
は
異
な
り
ま
す
。社
会

保
険
料
の
算
定
は
個
人
の
給
与
額
に
対
し
、標
準
報
酬

月
額
の
等
級
に
あ
っ
た
金
額
に
て
計
算
さ
れ
る
一
方
国

民
健
康
保
険
の
算
定
は
個
人
の
収
入
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
世
帯
で
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
総
合
計
の
収

入
で
計
算
さ
れ
る
。我
朝
日
村
は
農
業
立
村
で
す
。万

が
一
、農
作
業
中
に
事
故
が
発
生
し
長
期
入
院
又
は

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、子
供
達
は
自
分
と
そ
の

介
護
者
の
国
民
健
康
保
険
税
を
負
担
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。仕
事
を
辞
め
て
の
介
護
と
な
れ
ば
、収
入
の
な

い
中
で
介
護
料・生
活
費・そ
し
て
保
険
料
の
支
払
い
と

な
り
、介
護
を
希
望
し
た
人
た
ち
が
た
ち
ま
ち
貧
困
に

陥
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

高
齢
化
社
会
と
農
業
立
村
の
朝
日
村
に
と
っ
て
、今
後

予
想
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
料
算
定
に
対
し
、今
現

在
に
お
け
る
対
策
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
高
齢
者
、所
得
が

低
い
方
の
割
合
が
高
い
の
が
特
徴
。低
所
得
者
に
対
し

て
は
保
険
料
の
負
担
軽
減
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。所

得
よ
り
算
定
さ
れ
た
保
険
税
に
対
し
、3
段
階
で
減
免

措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。当
村
で
も
国
保
加
入
世
帯
全

体
の
45
．5
%
が
減
免
措
置
を
と
って
い
る
。

問　
朝
日
小
学
校
教
育
用
と
し
て
パソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
購
入
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。現
代
社
会
に
お

い
て
、パソ
コ
ン
の
使
用
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。私
は
以
前
、東
京
の
会
計
事
務
所
で
働
い
て
い

た
時
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
先
で
パソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
会
社
が
多
く
存

在
し
、中
に
は
20
代
半
ば
の
方
が
社
長
を
務
め
、従
業

員
数
十
名
を
束
ね
る
会
社
も
あ
り
ま
し
た
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
良
い
点
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

整
って
い
れ
ば
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る
点
。時
間
に
拘

束
さ
れ
な
い
点
。現
在
、企
業
で
は
従
業
員
が
自
社
に

出
社
し
な
く
て
も
自
宅
に
て
仕
事
を
す
る
方
も
増
え

て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、画
期
的
な
の
は
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー

キ
ン
グ
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。私
は
こ
の
パソ
コ
ン
教
育

を
通
じ
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を

当
朝
日
村
で
、近
い
将
来
、子
供
た
ち
が
立
ち
上
げ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。こ
の
豊

か
な
朝
日
村
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
いっ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。私
は
、昨
年
の
9
月
定
例
議
会
一
般
質
問

に
お
い
て
、子
供
た
ち
への
職
場
体
験
の
現
状
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。大
切
な
こ
と
は
、職
業
情
報
を
い
ち
早
く

キ
ャッ
チ
し
、自
分
の
想
い
に
合
っ
た
職
業
を
知
る
事
。そ

し
て
、そ
の
職
業
の
知
識
や
専
門
学
を
い
か
に
早
い
段
階

で
学
ぶ
こ
と
だ
と
質
問
を
致
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。今
回
パソ
コ
ン
機
器
を
ど
の
よ
う
な
方

法
で
活
用
し
、子
供
た
ち
の
教
育
に
活
か
す
の
か
?
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
ど
の

よ
う
な
方
法
で
取
り
入
れ
て
い
く
の
で
す
か
?

答　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
大
変
有
効
で
あ
る
反
面
、課

題
も
あ
る
。学
校
教
育
で
は
モ
ラ
ル
や
情
報
社
会
に
参

加
す
る
た
め
の
育
成
を
家
族
の
協
力
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
く
。そ
の
上
で
情
報
処
理
の
活
用
実
践
を
高
め

て
い
く
。キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
社
会
科
等
で
教

科
指
導
内
容
項
目
が
あ
れ
ば
指
導
し
て
い
き
た
い
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
中
の
基
礎
を
中
心
に
学
習
を

進
め
て
い
く
。
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10
番　

林　

邦
宏

猿
出
没
に
よ
る
食
害
対
策
に
つ
い
て

１ 

介
護
保
険
法
改
正
に
伴
う
村
の
取
り
組
み
に
つい
て

２ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つい
て

9
番　

塩
原
智
惠
美

　

有
害
鳥
獣
防
止
柵
の
施
工
進
捗
度
は

88
%
弱
に
達
し
、
そ
の
施
工
効
果
は
猪

や
熊
、な
ど
に
は
発
揮
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
今
年
は
例
年
以
上
頻
繁
に
山
沿
い

や
中
山
間
地
の
畑
に
猿
が
出
没
し
、
収
穫

期
の
農
作
物
が
食
害
に
遭
い
、
農
業
者
の

営
農
意
欲
を
低
下
さ
せ
耕
作
放
棄
地
の
拡

大
、
農
地
の
荒
廃
を
招
き
農
業
の
衰
退
化

に
つ
な
が
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

猿
か
ら
村
民
の
財
産
を
守
る
こ
と
は
、
行

政
の
喫
緊
の
課
題
で
す
。
生
涯
現
役
を
目

指
す
高
齢
者
が
〝
せ
ん
ぜ
畑
〟
で
旬
の
野

菜
栽
培
に
精
を
出
し
そ
れ
を「
生
き
が
い
」

の
場
と
し
て
い
る
方
々
の
擁
護
は
必
要
で

す
。
有
害
獣
の
駆
除
や
個
体
数
調
整
は
必

要
施
策
で
す
。
当
村
に
出
没
す
る
猿
軍
団

は
天
敵
が
存
在
し
な
い
、
我
が
も
の
顔
に

振
る
舞
わ
れ
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。

問
一　
有
害
鳥
獣
防
止
柵
に
は
猿
の
出
没

防
止
機
能
は
ど
の
程
度
有
し
て
お
り
ま
す

か
。
機
能
向
上
維
持
に
は
ど
の
様
な
対
応

が
必
要
か
。

産
業
振
興
課
長　
立
木
は
個
人
所
有
の
た

め
理
解
が
難
し
く
止
む
を
得
ず
柵
を
敷
設

し
た
経
過
と
な
っ
て
い
る
。
被
害
を
防
ぐ

に
は
防
止
柵
に
沿
っ
て
立
木
の
伐
採
を
行

い
干
渉
帯
を
整
備
す
る
こ
と
が
最
も
有
効

で
す
。被
害
が
発
生
し
て
い
る
地
域
で
は
、

立
木
所
有
者
へ
の
理
解
を
取
り
ま
と
め
る

尽
力
を
区
長
、
地
元
役
員
や
地
元
議
員
ら

に
期
待
し
た
い
。

問
二　
猿
出
没
時
の
対
応
の
仕
組
み
と
駆

除
個
体
数
削
減
策
は
。　
　

産
業
振
興
課
長　
出
没
時
、
猟
友
会
長
に

依
頼
し
銃
器
に
よ
る
駆
除
、
追
い
払
い
を

実
施
し
て
い
る
。
県
か
ら
は
10
頭
の
銃
器

に
よ
る
駆
除
許
可
を
得
て
い
る
が
、
今
年

度
の
銃
猟
に
よ
る
実
績
は
発
揮
さ
れ
て
い

な
い
。

問
三　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
駆
除
に
対
す
る

報
奨
金
は
ど
の
よ
う
に
成
っ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
鳥
獣
防
止
柵
の
施
工
さ

れ
て
い
る
現
状
で
は
、
鳥
獣
対
策
委
託
料

と
し
て
35
万
円
を
猟
友
会
に
支
出
を
し
て
い

る
。
ま
た
村
の
依
頼
に
よ
る
駆
除
の
実
施

を
行
う
鳥
獣
被
害
実
施
隊
の
活
動
報
酬
と

し
て
20
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
鳥
獣
駆
除

に
対
す
る
報
奨
制
度
は
実
施
し
て
い
な
い
。

問
四　

国
会
で
は
鳥
獣
被
害
防
止
特
別

措
置
法
が
審
議
さ
れ
ま
す
が
、
当
村
の

対
応
は
。

産
業
振
興
課
長　
当
村
で
は
平
成
26
年
度

に
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
は
猟
友
会
員
を

任
命
し
て
お
り
、
体
制
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
改
正
法
案
の
内
容
を
見
な
が
ら
対
応

し
て
行
く
。

1
問　
昨
年
4
月
国
は
介
護
保
険
法
を

大
き
く
変
え
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
村
で

は
今
年
2
月
「
朝
日
村
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
実
施
要
網
」
を
作
り
、
団
塊
の

世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
2
0
2
5

年
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
ど
う
準
備
し
そ
こ
を

ど
う
乗
り
越
え
る
か
の
態
勢
に
入
っ
た
。
今

年
か
ら
村
が
ス
タ
ー
ト
す
る
準
備
の
内
容
を

伺
い
た
い
。
又
、
地
域
で
支
え
る
生
活
支
援

の
あ
り
方
が
今
後
最
も
重
要
に
な
る
事
や
、

児
童
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
等
村
全
体
を

総
括
し
た
〝
地
域
福
祉
計
画
〟
の
必
要
性

に
つい
て
ど
う
お
考
え
か
。

住
民
福
祉
課
長　
今
回
の
法
律
改
正
の
大

き
な
ね
ら
い
は
、
在
宅
で
い
か
な
る
状
況
に

な
って
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ
く

り
に
あ
る
。
そ
の
為
に
は
隣
近
所
等
身
近

な
人
々
の
生
活
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
村

で
は
そ
の
様
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
今
年
か
ら
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
イ
ネ
ー

タ
ー
」
を
朝
日
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
置

き
、「
協
議
体
」
と
い
う
組
織
を
つ
く
り
支

援
を
必
要
と
す
る
人
の
受
け
皿
に
す
る
。

村
長　
「
地
域
福
祉
計
画
」
の
必
要
性
は

十
分
受
け
止
め
る
。

2
問　
村
で
は
今
年
7
月
29
日
「
公
共

施
設
管
理
計
画
」
を
策
定
し
た
。
こ
れ
は

現
存
す
る
村
の
建
物
（
53
施
設
）
と
道
路・

橋
・
下
水
道
や
水
道
等
イ
ン
フ
ラ
と
言
わ
れ

る
施
設
等
全
て
の
財
産
に
つ
い
て
、
今
後
20

年
間
に
亘
る
管
理
の
方
針
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
計
画
は
将
来
に
わ
た
っ
て
発

生
す
る
経
費
と
し
て
、
大
規
模
修
繕
や
更

新
な
ど
、
ど
の
位
お
金
が
必
要
に
な
る
か

目
安
の
数
字
が
示
さ
れ
て
お
り
（
40
年
間

で
1
9
2
億
円
、
毎
年
に
換
算
す
る
と

5
億
円
）
村
の
財
政
見
通
し
を
す
る
上
で

重
要
な
計
画
で
あ
る
。
総
務
省
の
指
針
で

は
、
今
後
の
管
理
計
画
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
に
、
策
定
段
階
か
ら
役
場
職
員
の

全
庁
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
体
制
の
必
要

性
や
、
住
民
と
議
会
に
は
十
分
説
明
す
る

よ
う
に
求
め
て
い
る
。
し
か
し
策
定
段
階
に

お
い
て
村
か
ら
の
説
明
は
な
く
、
現
在
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
さ
れ
て
い
る
内
容
は
村
民

に
は
わ
か
り
に
く
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
求
め
る
な
ら
わ
か
り
や
す
い
概
要
版
を

作
って
全
戸
配
布
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　
こ
れ
か
ら
10
年
の
財
政
計
画

計
画
を
立
て
る
の
で
そ
の
中
に
具
体
的
な
施

設
の
修
繕
な
ど
載
せ
て
い
く
。
そ
の
段
階
で

議
会
や
村
民
に
説
明
す
る
。

村
長　

今
後
必
要
と
す
る
財
源
に
つ
い
て

今
か
ら
心
配
す
る
必
要
は
な
く
、
国
の

補
助
も
あ
る
こ
と
か
ら
流
動
的
に
考
え
れ

ば
よ
い
。
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朝
日
村
の
観
光
と
特
産
品
に
つ
い
て

1
番　

髙
橋
廣
美

山
鳥
場
遺
跡
発
掘
作
業
の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

2
番　

中
村
賢
郎

問
　
現
在
中
組
バ
イ
パ
ス
建
設
予
定
地
で

進
め
ら
れ
て
い
る
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
の
今
後
の
予
定
を
聞
き
ま
し
た
。

（
一
）
先
ず
今
回
の
発
掘
調
査
は
、
9
月

末
日
ま
で
の
予
定
で
す
が
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
（
二
）
今
回
の
発
掘

調
査
に
お
い
て
、
縄
文
時
代
中
期
の
竪
穴

住
居
跡
十
棟
を
始
め
「
土
器
・
耳
飾
り
等
」

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
特
別
価
値
の
高

い
遺
跡
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

5
千
年
前
に
先
人
が
住
み
、
そ
の
上
に

我
々
の
生
活
が
あ
る
事
を
考
え
れ
ば
、
何

ら
か
の
形
で
後
世
に
残
す
事
は
考
え
ら
れ

な
い
か
聞
き
ま
し
た
。（
三
）
発
掘
調
査

の
実
施
が
中
組
バ
イ
パ
ス
の
工
期
に
影
響

が
あ
る
か
聞
き
ま
し
た
。

答
　
発
掘
作
業
は
県
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
11
月
末
ま
で
延
長
が
決
ま
っ
た

事
、
そ
れ
に
伴
っ
て
報
告
会
を
1
月
以

降
に
開
催
予
定
で
あ
る
事
、
発
掘
作
業
に

つ
い
て
は
平
成
29
年
度
以
降
に
つ
い
て
は

明
確
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
早
期
の
発

掘
調
査
を
要
望
し
て
い
る
と
の
回
答
で

す
。
又
、
出
土
し
た
物
に
つ
い
て
は
よ
く

調
査
し
、
熊
久
保
遺
跡
の
出
土
品
と
の
比

較
等
行
っ
た
上
で
、
資
料
館
で
保
管
さ
れ

る
事
に
な
る
と
の
事
で
す
が
、
形
あ
る
も

の
を
後
世
に
と
の
意
見
に
は
前
向
き
な
回

答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
組
バ
イ
パ

ス
の
完
成
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
内

の
竣
工
を
目
指
す
と
の
回
答
で
し
た
。

上
組
地
区
よ
り
要
望
の
あ
る
通
学
路
の
変

更
に
つ
い
て

問　
今
回
は
上
組
地
区
よ
り
要
望
の
あ
る

7
つ
の
要
望
の
中
の
、
通
学
路
変
更
に

つ
い
て
の
み
村
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

（
一
）
小
学
校
児
童
の
通
学
路
の
決
め

方
に
つ
い
て
（
二
）
安
全
確
保
の
為
の

教
育
委
員
会
の
係
り
方
に
つ
い
て
（
三
）

仮
に
上
組
地
区
の
要
望
に
沿
っ
た
形
で
、

村
道
西
洗
馬
7
号
線
（
長
坂
）
が
、
改

修
さ
れ
れ
ば
通
学
路
と
し
て
可
能
か
聞

き
ま
し
た
。

答
　
学
校
保
健
安
全
法
27
条
に
基
づ
き
、

児
童
生
徒
等
の
安
全
を
確
保
す
る
為
、

P
T
A
・
学
校
で
指
導
し
て
い
る
事
。
又
、

教
育
委
員
会
と
し
て
担
当
課
・
学
校
・

P
T
A
他
と
協
力
し
、
安
全
を
確
認
し

毎
年
見
直
し
を
実
施
し
て
い
る
事
。
西
洗

馬
7
号
線
（
長
坂
）
に
つ
い
て
は
、
道

路
周
辺
に
民
家
が
な
く
、
緊
急
の
折
逃
げ

込
む
場
所
が
な
い
事
、
冬
期
間
の
道
路
状

況
等
検
討
し
て
、
P
T
A
・
学
校
等
で
総

合
的
に
判
断
す
る
事
に
な
る
と
の
回
答
で

し
た
。

問　
朝
日
村
を
代
表
す
る
特
産
品
に

は
、
柿
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
信
州
そ
ば
、

レ
タ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
の
高
原
野
菜
と

ね
ず
こ
げ
た
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

朝
日
村
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
ま
さ

に
朝
日
村
の
「
顔
」
で
あ
る
。
今
や
、

ど
の
品
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
地
位

を
占
め
て
い
る
。
柿
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に

つ
い
て
は
、
村
主
導
で
特
産
品
の
会
が

担
っ
て
き
た
。
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る

今
、
村
の
大
切
な
観
光
資
源
で
あ
り
先

人
が
必
死
で
育
て
て
き
た
特
産
品
の
灯

を
消
す
の
は
朝
日
村
の
大
き
な
損
失
で

す
。
指
定
管
理
を
担
っ
て
き
た
針
尾
加

工
所
の
今
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
特
産
品
の
会
は
平
成
二
十
三
年
か

ら
二
十
八
年
ま
で
針
尾
加
工
所
の
指
定

管
理
を
担
っ
て
き
た
が
、
新
規
指
定
管

理
者
に
は
な
ら
ず
現
在
は
居
な
い
状
態

で
あ
り
新
規
管
理
者
を
募
集
中
で
あ

る
。
柿
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
必
要
性
は
充

分
承
知
を
す
る
中
で
、
地
方
創
生
の
補

助
金
を
使
い
新
規
管
理
者
の
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
地
元
経
済
へ
の

波
及
効
果
と
検
証
、
今
後
の
考
え
方
に

つ
い
て

問　
他
の
自
治
体
と
異
な
り
、
大
型
店

に
に
偏
る
こ
と
な
く
地
域
経
済
に
は
一

定
の
波
及
効
果
は
あ
っ
た
と
思
う
が
当

局
の
見
解
と
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

答　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
未
だ
地
方
へ

波
及
し
て
い
な
い
。
当
村
に
お
い
て

は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
思
う
が

村
内
事
業
体
の
検
証
結
果
が
知
り
た

い
。
当
局
と
し
て
は
今
後
村
内
事
業

体
の
積
極
的
な
取
り
組
み
姿
勢
が
見

ら
れ
、
村
内
経
済
の
活
性
化
が
期
待

で
き
る
と
判
断
で
き
れ
ば
第
四
弾
の

発
行
も
考
え
て
も
い
い
。
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国
産
材
利
用
増
大
を

問　
政
府
は
5
月
24
日
、森
林
、林
業
基
本

計
画
を
閣
議
決
定
し
た
。実
行
責
任
を
負

う
。2
0
2
5
年
迄
に
供
給
目
標
4
千
万

㎥
、2
0
1
4
年
の
1・7
倍
、自
給
率
50
%

以
上
だ
。5
年
毎
見
直
し
で
、林
業
の
復
活
を

願
う
農
山
村
の
期
待
は
大
だ
。循
環
林
業
利

用
増
大
を
目
指
し
て
い
る
。人
工
林
の
半
分
は

50
年
生
以
上
で
伐
採
期
だ
。直
行
集
成
板
活

用
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
木
材
需
要
の
創
出

を
う
た
って
い
る
。し
か
し
生
業
は
厳
し
い
と

思
わ
れ
る
が
、来
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

地
球
環
境
を
守
る
林
業
は
、効
果
は
70
兆
円

と
も
い
わ
れ
て
い
る
の
で
当
村
は
こ
の
計
画
を

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
、又
鳥
獣
特
措
法
改

正
も
国
は
進
め
て
い
る
が
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。県
の
森
林
税
が
2
/
3
し
か
使
わ
れ
て
い

な
い
が
国
の
支
援
と
合
わ
せ
利
用
は
。

答　
平
成
21
年
か
ら
里
山
整
備
を
進
め
て

い
て
、村
も
9
0
0
万
円
の
補
助
を
し
て
い
て

1
5
2
h
a
を
やって
い
る
が
、搬
出
間
伐
は

条
件
も
厳
し
く
20
h
a
程
の
成
果
で
あ
る
。

昨
年
か
ら
地
方
創
生
交
付
金
の
対
象
と
し
て

の
森
林
、林
業
の
生
業
の
実
現
が
出
来
る
の
か

等
の
可
能
性
も
検
討
し
て
い
る
。有
害
鳥
獣

も
柵
等
の
設
置
等
で
進
め
てい
る
。

農
業
、商
工
業
に
つ
い
て

問　
ア
ベノ
ミ
ク
ス
が
、波
及
せ
ず
、ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
で
も
、3
期
連
続
の
景
況
指
数

（
D
I
）で
も
マ
イ
ナ
ス
成
長
で
あ
る
昨
今
、当

村
と
し
て
は
、農
業
振
興
、商
工
業
の
発
展
、観

光
資
源
活
用
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
聞

き
た
い
。そ
し
て
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
今
後

は
、農
業
生
産
物
の
今
後
の
発
展
、商
工
業
の

発
展
に
ついて
、行
政
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

村
長　
ま
だ
ま
だ
地
方
版
ア
ベノ
ミ
ク
ス
は
、

効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ

ル
時
代
、国
際
経
済
の
影
響
を
う
け
て
い
る
。

国
内
需
要
を
増
や
さ
な
い
と
い
け
な
い
。農

業
、商
工
業
も
新
し
い
時
代
に
あった
今
後
の

対
応
に
期
待
し
た
い
。農
業
主
体
の
村
、中
山

間
地
の
野
菜
産
地
と
し
て
バラ
ンス
の
と
れ
た

発
展
す
る
こ
と
を
願って
い
る
。

道
路
、水
路
の
整
備
促
進
を

問　
議
会
と
各
区
の
協
力
で
問
題
個
所
を
行

政
に
報
告
し
ま
し
た
。こ
と
の
道
路
ば
か
り
で

な
く
、水
路
の
不
具
合
も
村
内
各
地
に
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、そ
の
改
修
、改
善
、改
良
について
の

進
捗
状
況
を
知
り
た
いこ
と
と
、そ
の
緊
急
度

合
の
決
め
方
について
考
え
を
聞
き
た
い
。又
水

路
の
暗
渠
の
改
善
工
事
は
、考
え
て
い
る
の
か
、

今
後
の
道
路
改
修
の
計
画
を
聞
き
たい
。

課
長　

予
算
の
範
囲
の
中
で
対
応
し
て
い

る
。道
路
の
改
修
改
善
そ
の
他
は
、今
後
報

告
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。議
員
指
摘
の
箇

所
は
今
後
調
査
し
た
い
。

・国
産
材
利
用
増
大
を

・農
業
、商
工
業
に
つ
い
て

・道
路
や
水
路
の
整
備
促
進
を5

番　

齊
藤
勝
則

庁
舎
建
設
に
伴
う
道
路
計
画
に
つ
い
て

3
番　

上
條
俊
策

問　
庁
舎
建
設
に
伴
う
東
電
道
路
に
歩

道
設
置
を
計
画
し
て
い
る
が
、近
隣
の
住

民
の
方
か
ら
、ど
の
様
に
計
画
さ
れ
て
い
る

の
か
、説
明
会
の
折
、土
地
を
買
い
上
げ
て

設
置
す
る
よ
う
な
話
を
聞
い
た
が
、現
在

生
活
し
て
い
る
所
を
譲
渡
し
て
欲
し
い
と

言
わ
れ
て
も
、今
で
も
余
裕
が
な
く
生
活

し
て
い
る
状
況
で
、譲
渡
し
た
く
て
も
そ
の

状
況
に
な
く
、心
配
で
悩
ん
で
い
る
。つい
て

は
、具
体
的
に
ど
の
様
な
計
画
な
の
か
、早

急
に
現
地
で
説
明
し
て
欲
し
い
。道
路
を

南
面
に
寄
せ
て
計
画
し
て
欲
し
い
旨
言
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、お
答
え
く
だ
さ
い
。

上
條
産
業
振
興
課
長　
今
現
在
計
画
を

立
て
て
い
る
所
で
、す
ぐ
に
説
明
会
は
出

来
な
い
が
、早
い
時
期
に
近
隣
の
関
係
者

と
の
説
明
会
を
開
き
、ご
意
見
を
伺
って

行
き
た
い
。又
南
側
に
道
路
を
寄
せ
る
事

も
考
慮
し
て
、建
設
建
物
の
位
置
を
考
え

て
設
計
し
て
い
る
の
で
、道
路
位
置
の
移
動

は
可
能
で
あ
る
。と
の
答
弁
を
頂
き
ま
し

た
。住
民
の
皆
様
の
心
配
を
一
日
も
早
く

解
決
す
る
事
が
、大
切
で
あ
り
、安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、住
民
説
明
会
の
開

催
と
納
得
ゆ
く
方
策
を
要
望
し
ま
し
た
。

村
の
防
災
訓
練
に
関
し
て

問　
9
月
4
日
村
の
防
災
訓
練
の
際
、

地
区
住
民
の
意
見・要
望
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、端
的
に
質
問
い
た
し
ま
す
。①
訓

練
の
中
で
、A
E
D［
自
動
体
外
式
除
細

動
器
］の
講
習
の
時
、A
E
D
は
村
内
の

何
処
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
、各
地
区

の
公
民
館
等
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
所

も
あ
る
と
聞
く
が
、内
容
が
知
り
た
い
。

②
地
区
で
設
置
を
希
望
す
れ
ば
、設
置
し

て
頂
け
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

上
條
産
業
振
興
課
長　
村
で
は
厚
生
労

働
省
の
指
針
に
よ
り
、役
場・中
央
公
民

館・保
育
園・わ
く
わ
く
館・小
学
校・か
た

く
り
の
里・プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
の
7
箇
所

に
設
置
し
て
お
り
、民
間
で
は
10
箇
所　

又
、各
地
区
の
区
長
よ
り
要
望
の
あ
っ
た

西
洗
馬
地
区
の
公
民
館
4
箇
所・第
5

分
団
詰
所
、針
尾
公
民
館
1
箇
所
に
宝

く
じ
補
助
金
を
つ
か
って
設
置
さ
れ
て
い

る
。今
後
、設
置
を
希
望
す
る
場
合
は
、

区
長
を
通
じ
て
行
政
に
相
談
し
て
欲
し

い
と
の
答
弁
を
も
ら
っ
た
。緊
急
事
態
に

備
え
て
必
要
な
地
区
は
要
望
し
設
置
す

る
事
が
必
要
と
考
え
る
。
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去
る
7
月
14
日
に
「
朝
日
村
山
形
村

議
会
議
員
研
修
会
」
が
A
Y
T
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
隣
村
二
村
の
議
員
そ
れ

ぞ
れ
が
よ
り
一
層
相
互
理
解
を
深
め
、
又

親
睦
等
計
る
事
を
目
的
に
毎
年
当
番
を
交

代
し
な
が
ら
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
朝
日
村
が
当
番
村
で
企
画
立
案

し
、
開
催
致
し
ま
し
た
。
先
ず
、
朝
日
村

の
紹
介
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
後
、
長
野
県

信
州
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
の
谷
口
寿
明
氏
に

よ
る
「
信
州
ブ
ラ
ン
ド
を
一
緒
に
作
り
ま

し
ょ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
内
容
は
ブ
ラ
ン
ド
と
は
何
か
?
か

ら
始
ま
り
信
州
ブ
ラ
ン
ド
作
り
の
具
体
的

展
開
と
し
て
ま
で
、
県
の
考
え
方
や
取
り

組
み
方
法
等
に
つい
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
取
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、

十
分
な
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

研
修
会
終
了

後
、
二
村
の
村
長

に
も
ご
出
席
頂
き

懇
談
会
を
行
い
ま

し
た
。
日
頃
の
議

員
活
動
の
中
で
、

感
じ
る
事
等
自
由

な
雰
囲
気
の
中
で

活
発
な
意
見
交
換

が
出
来
た
と
思
い

ま
す
。（

中
村
賢
郎
）

　

去
る
8
月

25
日
、
塩
尻

市
文
化
会
館
・

レ
ザ
ン
ホ
ー

ル
に
て
、
開

催
さ
れ
た
。

　

本
連
絡
会

議
は
17
市
・

19
町
・
33
村

の
森
林
・
林

業
・
林
産
業

の
活
性
化
と

山
村
振
興
を
願
う
長
野
県
議
会
及
び
市
町

村
議
会
で
結
成
さ
れ
た
地
方
議
員
連
盟
を

も
っ
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、
3
5
0
名

余
が
参
加
し
た
。

　

27
年
度
活
動
報
告
・
決
算
認
定
・
28
年

度
活
動
計
画
・
予
算
認
定
の
後
、
研
修
会

講
演
で
、［
林
業
で
信
州
を
元
気
に　

〜
林

業
か
ら
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
〜
］
と
題

し
て
古
川
大
輔
氏
の
講
演
を
聴
い
た
。

　

林
業
女
子
・
林
業
男
子
と
い
わ
れ
る
35

歳
未
満
の
若
者
の
林
業
従
事
者
は
全
産
業

で
低
下
し
て
い
る
中
、
1
9
9
0
年
以

降
増
加
傾
向
に
あ
り
、
2
0
1
0
年
に

は
18
%
ま
で
上
が
っ
て
い
る
。

　

朝
日
村
も
今
後
、
林
業
を
通
じ
て
地
域

の
活
性
化
を
図
る
べ
く
、
研
究
・
計
画
・

実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

（
上
條
俊
策
）

朝
日
村
山
形
村
議
会
議
員

研
修
報
告

第
21
回
森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
促
進
議
員
連
盟・長
野

県
連
絡
会
議
総
会
・
研
修
会

１ 

松
枯
れ
被
害
防
止
に
つ
い
て

２ 

村
道
西
洗
馬
７
号
線
の
環
境
整
備
と

　
　

向
陽
台
新
設
道
路
に
つ
い
て

３ 

婚
活
支
援
に
つ
い
て

6
番　

上
條
昭
三

問　
松
枯
れ
被
害
は
つ
い
に
朝
日
村
で

も
発
生
し
ま
し
た
。こ
の
松
く
い
虫
被
害

を
絶
つ
た
め
に
は
伐
倒
駆
除
、く
ん
蒸
処

理
が
初
期
段
階
と
し
て
は
有
効
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。塩
尻
で
は
被
害
木
の
周

り
の
10
本
ほ
ど
を
処
理
し
た
ら
効
果
が

あ
っ
た
と
か
聞
き
ま
し
た
が
、朝
日
村
で

も
実
施
し
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

産
業
振
興
課
長　
松
く
い
虫
被
害
は
下

古
見
で
1
本
確
認
さ
れ
く
ん
蒸
処
理
し

た
。そ
れ
以
外
の
枯
れ
た
松
を
調
べ
て
い

る
が
松
く
い
虫
は
出
て
い
な
い
。塩
尻
で

周
り
の
松
を
処
理
し
た
が
、2
キ
ロ
は
広

が
る
の
で
そ
の
範
囲
を
処
理
し
な
い
と
効

果
は
無
か
っ
た
よ
う
だ
。朝
日
村
で
は
早

期
発
見
、早
期
処
理
で
対
処
し
て
ゆ
く
。

問　
6
月
定
例
議
会
に
上
組
地
区
よ
り

村
道
西
洗
馬
7
号
線・長
坂
周
辺
の
環

境
整
備
に
関
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、こ
の
道
路
を
村
道
と
し
て
存

続
し
て
い
く
以
上
長
坂
周
辺
に
は
最
低

限
す
れ
違
い
箇
所
が
2
箇
所
必
要
と
思

い
ま
す
。ま
た
向
陽
台
と
県
道
と
を
結

ぶ
新
設
道
路
の
ル
ー
ト
は
決
ま
り
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。2
月
に
は
新
分
譲
地
の

発
売
が
開
始
さ
れ
ま
す
、住
民
が
増
え

る
前
の
開
通
を
お
願
い
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　
新
設
道
路
の
ル
ー
ト

を
決
め
る
た
め
の
設
計
業
者
発
注
を
こ

の
秋
に
行
い
住
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

取
り
な
が
ら
28
年
度
内
に
は
基
本
計
画

を
策
定
す
る
。ま
た
、施
工
に
つい
て
は
早

い
段
階
で
行
い
た
い
と
思
う
。

問　
婚
活
支
援
委
員
会
し
あ
わ
せ
信

州・朝
日
で
は
婚
活
イ
ベン
ト
を
平
成
26

年
よ
り
毎
年
2
回
、こ
の
9
月
に
は
第
6

回
目
の
イ
ベン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

す
で
に
男
性
23
名
、女
性
16
名
の
応
募

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
で
イ
ベン
ト
の
成
果

で
す
が
第
2
回
に
参
加
さ
れ
た
朝
日
村

の
男
性
と
村
外
の
女
性
と
9
月
に
め
で

た
く
挙
式
さ
れ
ま
す
。村
外
の
男
女
の

結
婚
も
何
例
か
有
り
ま
す
。婚
活
支
援

は
最
終
的
に
は
人
口
増
を
狙
っ
た
も
の
で

す
の
で
行
政
の
更
な
る
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
福
祉
課
長　
し
あ
わ
せ
信
州・朝
日

の
婚
活
支
援
活
動
に
は
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。村
の
ホ
ー
ムペー
ジ
の
活

用
等
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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議会活動日誌
7月 活　動　内　容
1 ㊎ 東筑村議会議員交流会〈筑北村〉
3 日 松本消防協会ポンプ操法・ラッパ吹奏大会〈松本〉
5 ㊋ 篠ノ井線松本地域活性化協議会定期総会〈安曇野市〉
6 ㊌ 議員草刈ボランティア〈中俣せせらぎ公園〉
7 ㊍ 鉢盛中学校組合議会臨時会／新庁舎建設近隣説明会
11 ㊊ 高齢者ふれあいの集い／風食防止対策協議会
12 ㊋ 議会だより校正
13 ㊌ 議会全員協議会
14 ㊍ 朝日村・山形村議会議員研修会
15 ㊎ 松塩地区広域施設組合議会〈松本〉
19 ㊋ 松本広域連合7月臨時会／議会だより校正
21 ㊍ 町村議会議員研修会〈松本〉
25 ㊊ 決算審査／松本地域正副議長懇話会〈塩尻〉

県道新田松本・土合松本・松本空港線整備促
進期成同盟会総会〈松本〉

26 ㊋ 決算審査・例月出納検査
27 ㊌ 決算審査〜29日
8月 活　動　内　容
1 ㊊ 決算審査・決算審査報告会
4 ㊍ 新庁舎建設地近隣住民説明会
6 土 第27回お夏まつり
9 ㊋ 庁舎建設委員会
10 ㊌ 議会全員協議会／総務産業委員会行政懇談会
14 日 第69回地区対抗野球大会
15 ㊊ 成人式
17 ㊌ 議会全員協議会
18 ㊍ 私立高校助成陳情来庁
22 ㊊ 東筑村議会議会第1回臨時総会〈松本〉
23 ㊋ 議会運営委員会
24 ㊌ 松塩地区広域施設組合第1回環境保全協議会
25 ㊍ 森林林業林産業活性化促進議員連盟総会・研修会〈塩尻〉
26 ㊎ 農業委員会懇談会／県町村監査委員表彰式・

研修会〈安曇野市〉
28 日 かたくりの里祭り
30 ㊋ 例月出納検査／臨時監査
9月 活　動　内　容
　2 ㊎ 第67回東筑村議会議員大会〈麻績村〉
　4 日 地震総合防災訓練
　7 ㊌ 村議会9月定例本会議／議会全員協議会
　8 ㊍ 議会全員協議会
12 ㊊ 一般質問通告日
13 ㊋ 議会常任委員会
16 ㊎ 村議会9月定例会本会議一般質問
17 土 小学校運動会
21 ㊌ 戦没者慰霊祭／村議会9月定例会本会議／

議会全員協議会／行政視察
23 ㊎ 土地開発公社理事会
24 土 あさひ保育園運動会
25 日 緑の音楽ピクニックinあさひ
26 ㊊ 町村議会議長会部会・全体研修会
27 ㊋ 例月出納検査／議会社会文教委員小学校PTA役員懇談会
28 ㊌ 議会社会文教委員保育園保護者会役員懇談会
29 ㊍ 鉢盛中学白峰祭

　

9
月
議
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
9

月
議
会
は
決
算
認
定
議
会
と
も
言
わ

れ
ま
す
。
決
算
書
は
昨
年
一
年
間
村

が
実
施
し
た
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

監
査
委
員
が
審
査
し
意
見
書
を
添
付

し
て
村
か
ら
議
会
に
提
出
さ
れ
る
書

類
で
す
。
議
会
は
こ
れ
を
審
査
し
て

そ
の
効
果
を
評
価
し
、
審
査
の
過
程

で
こ
れ
か
ら
の
反
省
事
項
や
改
善
事

項
を
ま
と
め
、
今
後
の
活
用
に
生
か

す
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
冊
に

ま
と
め
る
と
A
4
版
厚
さ
3
セ
ン

チ
の
書
類
で
す
が
こ
の
中
に
は
職
員

の
汗
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
結
果
村
民
生
活
を
支
え
た
成
果

報
告
書
に
な
っ
た
と
思
う
と
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

一
年
一
年
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
現

在
が
あ
り
、
今
後
更
な
る
住
み
や
す

い
村
づ
く
り
の
為
に
、
村
政
を
担
う

議
会
の
役
割
の
重
責
に
改
め
て
思
い

至
り
ま
し
た
。

（
塩
原
智
惠
美
）

発
行
責
任
者

議　
　

長　

清
沢　

正
毅

編
集
委
員　

委
員
長　

小
林　

弘
幸

副
委
員
長　

塩
原
智
惠
美

委　
　

員　

上
條　

昭
三

中
村　

賢
郎

北
村　

直
樹

写
真
担
当　

林　
　

邦
宏

区長として思う事

　今年4月1日より西洗馬区長をお引き受けしま
して早6か月が過ぎました。区長の役割・仕事が

まだまだ分かっておりません。今後も勉強をしながら2年間頑張
りたいと思います。先日9月4日の防災訓練には、お忙しい中大
勢の皆様のご参加ご協力ありがとうございました。現在、地球
上各国で震災・水害が多発しております。日本も同様、日本列
島各地で震災・台風による水害等被害が出ております。おかげ
さまで今の所朝日村では災害が出ておりません。新聞紙上で
は、長野県各地で熊の出没に警戒をして下さいとありますが、
朝日村では鳥獣被害防止柵の設置で熊・猪の被害がなくなっ
たと思います。最近は雨氷による森林被害、台風・長雨による
農作物被害、又いよいよ朝日村でも松くい虫の被害が出始めま
した。色々の問題がありますが、その中新役場庁舎の建設が
進んでおります。防災対策本部、避難所、一般事務会議場、い
こいの場等多目的センターとして計画をしております。西洗馬
区としては、中組バイパス、向陽台増設、道路、水路等色々問
題がありますが最大の問題として西洗馬
公民館建設があります。鎖川右岸対策本
部、避難所、会議室、いこいの場等多目的
センターとして検討しております。西洗馬
区の皆様のご意見ご指導ご協力を宜しく
お願い致します。

西洗馬区長　中村宇一郎
中村宇一郎さん

編
集
後
記


